
東西南北地域市民センター

 青色防犯パトロール出発式が７月６日、油日自治振
興会で行われました。
 子どもへの声かけ事案などが発生したことから、区・
自治会に呼びかけ、学区内の住民４９人が地域内の巡
回に参加されています。
 油日自治振興会では、「活動は長く続けて、地域の
一体感や活性化にもつなげていきたい」と考え、週１
回のペースで通学路の危険な場所など青色灯を回し
てパトロールしています。

 市内では、子どもへの声かけ事案が多発しています。
地域の子どもを犯罪から守り、子どもたち自身が巻き
込まれない力をつけてもらおうと、９月２７日、甲南第
一小学校と甲南第一自治振興会防犯パトロール部会が
共催して「防犯教室」が開催されました。
 教室で子どもたちは甲賀警察署生活安全課の巡査
部長と一緒に啓発標語「いかのおすし」を大きな声で
復唱し、声掛けへの対応の仕方を再確認していました。

　
多
羅
尾
代
官
陣
屋
跡
保
存
会
・
多
羅
尾
自
治
振
興
会

で
は
、
地
域
が
誇
る
「
多
羅
尾
代
官
陣
屋
跡
」
の
史
跡

の
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一
般
公
開
を
春
と

秋
の
２
カ
月
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
に
は
陣
屋
跡
を
メ
イ
ン
に
「
甲
賀
ま
ち
づ
く
り
サ

ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
の
案
内
を
受
け
な
が
ら
広
い
陣
屋
跡
を
散
策

し
、そ
の
後
自
治
振
興
会
製
作
の
動
画「
多
羅
尾
の
四
季
」

を
視
聴
さ
れ
、
地
域
の
取
り
組
み
を
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
上
旬
に
は
紅
葉
が
と
て
も
美
し
い
陣
屋
跡
、
30

日
ま
で
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
み
な
く
ち
自
治
振
興
会
で
は
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
世
代
の
交
流
と
絆
を
深
め
る
事
業

「
夕
べ
の
集
い
」
が
、
９
月
24
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
に
地
元
の
シ
ン
ボ
ル
古
城
山
に
親

し
み
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
古

城
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
よ
り
水
口
岡
山
城
の

歴
史
を
学
ば
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
古
城

が
丘
公
園
に
は
模
擬
店
が
並
び
子
ど
も
水
口

囃
子
の
演
奏
や
大
道
芸
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
に

よ
り
、
に
ぎ
や
か
な
集
い
と
な
り
ま
し
た
。
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▲おまわりさんといっしょに「いかのおすし」

▲説明版前での研修の様子

▲大道芸による風船パフォーマンス▲青色防犯パトロール出発式

　
ア
ル
ミ
缶
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
社
会
性
を
培
う
と
と

も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
お
う
と
す
る
心

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

甲
賀
町
内
の
家
庭
の
協
力
に
よ
り
続
い
て
お
り
、

今
年
で
16
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
１
カ
月
前
に
、
中
学
生
が
ア
ル
ミ
缶
回
収
の
お

願
い
の
用
紙
を
自
分
た
ち
の
地
区
の
各
ご
家
庭
に

配
り
、
回
収
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
お
家
で
ア
ル
ミ

缶
を
水
洗
い
し
て
つ
ぶ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
当
日
の
朝
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
が
各

ご
家
庭
を
回
っ
て
回
収
し
ま
す
。
袋
に
た
く
さ
ん
入

れ
て
お
い
て
も
ら
っ
た
ア
ル
ミ
缶
を
両
手
い
っ
ぱ
い

に
運
ん
で
く
る
子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
の
車
に
乗

せ
て
、
保
護
者
が
学
校
ま
で
何
往
復
も
し
て
運
び

ま
す
。

　
中
学
校
で
は
生
徒
会
の
生
徒
と
役
員
、
保
護
者
、

先
生
方
と
で
、
集
ま
っ
て
き
た
ア
ル
ミ
缶
を
大
き
な

袋
に
移
し
替
え
ま
し
た
。
暑
く
て
み
ん
な
汗
だ
く

で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
ト
ラ
ッ
ク

に
積
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
集
ま
っ
た
ア
ル

ミ
缶
は
全
部
で
約
３
ト
ン
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
活

動
に
よ
る
収
益
の
一
部
は
熊
本
震
災
復
興
支
援
に

寄
附
さ
れ
、
残
り
は
学
校
の
備
品
購
入
に
使
わ
れ

ま
す
。

　
ア
ル
ミ
缶
回
収
も
３
回
目
と
な
る
３
年
生
は
要

領
も
よ
く
つ
か
ん
で
い
て
、
手
際
よ
く
各
ご
家
庭
に

も
ら
い
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
１
年
生
は
初
め
て
な

の
で
、
３
年
生
に
つ
い
て
い
く
の
で
精
一
杯
の
様
子

で
し
た
。

　

こ
ん
な
１
年

生
も
２
年
後
に
は

先
頭
を
き
っ
て
回

収
に
回
っ
て
い
る

か
と
思
う
と
、
子

ど
も
の
成
長
を
感

じ
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▲各家庭にお願いの用紙を配布
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こうかまちかど特派員
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甲
賀
中
の
恒
例
行
事

ア
ル
ミ
缶
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
夏
休
み
中
の
８
月
20
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
甲
賀
中
学
生
の
ア
ル
ミ
缶
回
収
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
私
も
中
学
生
の
子
を
持
つ
保
護
者
と
し
て
、
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

▲地域ごとにアルミ缶を回収

▲集まったアルミ缶をトラックに積み込む生徒

地
域
の
協
力
を
得
て

生
徒
も
保
護
者
も
一
緒
に

集
ま
っ
た
ア
ル
ミ
缶
は
３
ト
ン
以
上

収
益
の
一
部
を
熊
本
震
災
復
興
支
援
へ

　回収をして、積み込みをするのは、とても大
変でした。特に、今年は３年生ということで中
心となって動かなくてはならなかったので、大
変なことも多かったのですが、仲間と協力して
取り組み、無事に終わることができました。昨
年よりも多い数のアルミ缶が集まったと知ったと
きは、暑くても頑張って良かったと思いました。
　この取り組みは、地域の方とのコミュニケー
ションになるし、ボランティアの大変さや、達
成感を学べる、とても良いものだと思うので、
これからも続いてほしいです。

３年生の子にインタビュー！

14平成 28年 11月 1日平成 28年 11月 1日15


